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	１　開会
	２　議事
	各案件の担当者から、資料76-2「電波資源拡大のための研究開発　終了評価資料」に基づき、説明がなされた。主な質疑応答は以下のとおり。
	①高信頼・低遅延ネットワークを実現する端末間直接通信技術の研究開発
	○特許の問題はあると思うが、この技術はどのメーカも活用可能か。
	→3GPPで標準化する技術であり、他社も活用可能である。
	○今後の実機搭載については、どのような計画で考えているのか。
	→2021年から検討をしていく予定。まだ専用チップがリリースされていないため、そのチップのリリースとスペックを見定めたうえで、今後検討していきたいと考えている。
	○無線LANは、標準規格がアップデートされた場合でも適用可能か。
	→本技術のソフトウェアを組み込めば可能である。
	②140GHz帯高精度レーダーの研究開発
	○分解能は距離によって依存すると思うが、本システムではどの程度の距離を想定しているのか。
	→本システムでは最大検出距離を 10m で設定しており、10m 先での距離分離性能 10cm 達成を目的としている。
	○複数の人体を観測する場合、遮蔽の影響はないのか。
	→非常に狭い間隔で視線方向に2人が完全に重なるなどの状況では後の人物が見えないことがあり得るが、ある程度の距離差があれば同一方向であっても回折効果でエコーが受信できる。その場合には、反射断面積の低下に応じて受信信号強度は当然低下するが、測定自体は原理的に可能である。
	○140GHz 送受信回路の CMOS 集積化の成果について、学会発表、論文等で是非アピールしてほしい。
	③狭帯域・遠近両用高分解能小型レーダー技術の研究開発
	○本変復調技術が、従来よりも優れた技術であることは理解できるがこれにより可能になる具体的なサービスは何か。
	→変復調技術の基盤技術であるので、応用先は自動車レーダー、インフラレーダーだけでなく、高齢者の見守り、踏切安全モニタなど幅広い分野に応用できる。なお、信号処理の面でもFast-FMCW方式よりも計算量は小さいものになっている。
	○実用化にむけてどのようなステップで取り組む予定か。
	→実用化についてはITS用インフラセンサを考えている。インフラと車が協調する安全運転支援システム、また将来的には自動走行で合流するために、長い距離で車両を分離して見分けられるインフラセンサ等をターゲットとして2020年度頃の製品化を進めたい。
	○ITSで実用化を目指すなら標準化は重要であると思われる。
	→安全運転システム等のITSシステムを実現する機能として、通信、処理、センサ等の各機能については標準的な仕様が策定されるものと思われる。センサ機能の中で例えば検知距離等の仕様については積極的に考えていきたい。
	④超高精細度衛星・地上放送の周波数有効利用技術の研究開発
	○開発した高出力固体増幅器について、具体的にいつ頃の実用化を予定しているか。
	→今後、熱試験などを経て製品化されるまでには相当な時間がかかると想定。具体的な時期は不明だが、相場観としては、本年打上予定のBSAT-4aの次の次（BSAT-5シリーズまたはBSAT-6シリーズ）ぐらいと考えている。
	○衛星での伝送容量拡大のためにはどのような方向性があるか。
	→1chあたりの帯域幅は34.5MHzで統一されているので、如何にして多値化することが出来るか、という方向性になると考える。
	○GaNトランジスタを用いた増幅器を製造したのは日本メーカであるならば、ここまで高出力・高効率化を達成したのは大きな成果であるので、応物系の学会等での広く成果発表した方がよい。
	→日本メーカが製造している。GaNトランジスタの高出力化に関しては大きな成果であると考えられるので、今後、学会発表等を検討したい。
	⑤次世代衛星移動通信システムの構築に向けたダイナミック制御技術の研究開発
	○研究課題イの中で、400万画素のカメラを使ったとのこと。現在ではもっと高画質のカメラを使っていると思われるが、この程度の画素数で良いのか。
	→天文学のような最先端の分野ではより高画質のカメラを使用している。一方、400万画素のカメラは観測衛星などで多くの実績があるし、フィージビリティも十分である。
	○補正の有無について、補正後のパターンでサイドローブに着目すると、広がっているように見える。問題になるようなことはないか。
	→励振係数の最適化の際、拘束点の置き方によって影響が出てしまい、何を重視するかにより結果が異なる。今回はメインビームがずれないことを最優先にして補正するようにしたためである。
	○サイドローブの範囲内に他国が入っているが問題はないか。
	→送信電力も評価し、ITU-RのPFD制限に抵触しないことも確認している。
	⑥移動通信システムにおける三次元稠密セル構成及び階層セル構成技術の研究開発
	○基地局で干渉キャンセルをしているとのことであるが、どのような処理を行っているのか。また、基地局送信電力の制約については考慮されているか。
	→線形処理による送信干渉キャンセラを提案している。また、基地局の最大送信電力の制約を考慮した制御を行っている。
	○電波伝搬モデルについての国際標準化がなされているが、ネットワーク連携に関する国際標準化は行うのか。
	→ネットワーク連携については標準に依存しないソフトウェア実装の形で実現することを基本と考えているが、必要に応じて国際標準化についても検討する。
	○沢山の成果が出ていて結構である。5Gに向けて6GHz以下、以上などの検討が行われているが、今回の成果はどの周波数を想定しているのか。
	→同一周波数間での干渉制御を実現する技術であり、原理的にはどの周波数帯においても利用可能であるが、階層的な周波数利用が行われている2GHz帯などの既存バンドを中心とした利用をまずは想定している。
	（２）周波数ひっ迫対策のための技術試験事務　平成２９年度終了評価
	①新たな携帯電話システムの導入に関する技術的条件の検討
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